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高知県西部の“三宝山層群､の新観察

平朝彦(高知大学)･中世古

国代正之(高知大学)･斎藤

幸次郎(大阪大学)･甲藤次

靖=(国立科学博物館)

郎(高知大学･元所員)

1.はじめに

四国の秩父黒帯前帯にはいわゆる三宝山層群が分布

しておりそれらの地層群の分布の幅は膨縮があるが

最大5･5㎞最少2.2㎞内外であり佐川町南方におい

て最大の幅をもっている(図1).

三宝山層群の模式地は高知県香美郡野市北方の三宝

山(標高261.6m)であるカミ小林貞一博士によって二畳

～三畳紀と推定されたこれらの地層群に対してつけられ

た地層名である.･

その後研究吏で述べるように多数の研究があるが

三宝山層群についての定説はまだない.

いわゆる三宝山層群の延長は紀伊半島や九州にも連

続すると考えられているがまた類似の地層群はその他

の地域にも広く分布している可能性がある.

三宝山層群は石灰岩･塩基性火山岩類･チャｰト･

砂岩･泥岩などから液りその南側の四万十帯を中心に

記録されている白亜紀以降の地史とそれ以前の地史を

結ぶことのできる重要な位置を占めている.また堆積

学的にみると従来の見解を踏襲すれば石灰岩･玄武

岩熔岩･チャｰト･陸源砕屑岩の同時･同地堆積という

特異な堆積場を考えねばならない.

この論文は主として高知県西部に分布するいわゆる

三宝山層群の岩相ならびに生層序につい七の新観察をま

とめたものである.

筆者らのうち甲藤･平･田代は四国を中心とした

西南日本の地史を見直す作業に着手し白亜紀以降の地

史については1つの仮説を提起したが(平･甲藤･田代

1979)本論文はさらに白亜紀以前の地史についても

従来検討が不十分であった詳細液化石層序ならびに堆

積環境解析の両面から再検討するためにおこなった第

一報である.地質調査は甲藤･平･田代が行い中

世古カ茎放散虫凝集の解析をまた斎藤がチャｰトの微細

構造を検討した.

本研究にあたり堀口敏秋(資源コンサルタント)･箕

浦幸治(東北大)両氏とは現地で討論の機会を得中川久

夫･森啓(東北大)の諸氏からは種々の御助言を頂いた.

また西村明子氏(大阪大)には放散虫の処理･電顕写

真等で御助力いただいた.

ここに記してこれらの方丈に謝意を表す.

2.研究史

いわゆる三宝山帯(小林1931･)或いは秩父黒帯前帯

(市川ら1953)についてはこれ

までに多くの研究報告カミある.
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図1

四国の地帯構造と本論文で述べる踏査ルｰト位

置

枠内は図2に示す1は大規模林道･2は船

戸外道･3は梼原ルｰト･4は荒倉山･5は三

宝山SBは三波川構･CHは秩父黒帯･S

Mは四万十帯･BTLは仏像構造線･MTLは

中央構造線破線は秩父帯の分帯(南･中.

北帯)をわかつ境界を示し前帯は砂目にして

ある.鎖線は県境でKは高知市

㌀
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高知県香美郡の三宝山付近の石灰岩から小林(K･一

BムYAsH11931)によりLaainian～Carnianのサンゴ

化石が報告され鈴木(1931)はDαo〃伽を平田･市

川(1966)は吻砂ん0曲その他の三畳系化石を報告し

た.

一方高知県須崎市北方の同帯下部の石灰岩からは蔵

田(1940)･小林(ユ950)･鈴木(1931)らにより石炭系

中部を示すフズリナ化石が報告されている.

四国東部の徳島県桜谷地域では須鎗(1956)は三宝

山層灘を古生界(石炭系の醍醐層群･二畳系の若杉層群)と

中生界(三畳～ジュラ系の春森層群)に分けまた甲藤･

須鎗(1956)は高知県物部村大板付近の三宝山層群を

春森層群相当層の大栃層群と若杉層群相当層の虚空蔵山

層群に分けさらに20万分之1高知県地質鉱産図(甲藤

ら1960)でこれらの地層灘の分布を示した.また四

国東部の三宝山層灘については最近石田(19771979)

によるフズリナ･コノドント化石を中心にした層位学的

研究カミあり石炭系･二畳系･三畳系をそれぞれ醍醐層

群･若杉層群･那賀川層群と再定義している.

四国西部では甲藤ら(1971)は高知県東津野村船戸付

近でいわゆる三宝山層群申にタｰビダイト性のフリッ

シュ型砂泥互層カミよく発達しておりその下位の稲葉洞

の石灰岩からは三畳紀のサンゴ珊θω舳"αsp.を産

することまた四国中央部の高知市筆山から上部三畳紀

のアンモナイトの産出を報じた(鑑定を依頼した坂東裕士

博士によれば同τ肱脇㈱p･を後に1)肋刎αブ畑∫sp.と訂正

されている)

また坂上･渡部(1972)は愛媛県法華津峠付近の三

宝山層群から三畳紀のコノドントの産出を報告した.

最近丁畑U趾eta1(1978)により埼玉県秩父の武甲

山の三宝山層鮮相当の武甲石灰岩からしaainia皿～

Camianを示す二枚貝が報告されている.

九州における三宝山帯相当の神頼帯(大谷1926)につ

いては勘米良らによる詳細抵報告がある(勘米良1958

-964･1969;勘米良･古川1964)

勘米良らによれば下部の石灰岩(大阪間層)は二畳

系フズリナ化石を含み上部の石灰岩(鎗倒層･告層･鎌

瀬層･神瀬層･小口層)からは三畳系のサンゴ類が矢口られて

いる(K｡班皿｡趾,1969.1964).また本地域の石灰岩･

チャｰト類の岩石学的研究も併せて行われ(Kム㎜醐･,

1969)特にチャｰトについては中尾(1969)により引き

継がれその詳細が報告された.一方丁畑U眺(1972)

は神瀬帯中の石灰質スレｰトより三畳系二枚貝の

吻砂ん0伽を報告したが勘米良らによる層序区分と

の関係は不明である.

最近中位古ら(1979)は神頼帯の下部層大阪間層に

白亜系セノマニアン型の放散虫群集の存在を指摘したが

一方ペルム･三畳系ワｰキンググノレｰブ(1975)によっ

て上部の鎗倒層のチャｰトから三畳紀後期のコノドン

ト化石がみいだされている.

以上のようにいわゆる三宝山帯には石炭～ジュラ

系にわたる化石年代カミ知られている.しかし化石の

産出がほとんど石灰岩およびチャｰトに限られるため

砕屠=岩類との時代関係は不明瞭であった.

筆者らの研究は継続中であるカミ既にいくつかの重要

な知見が得られたので以下に述べる.

和歌山県湯浅地方では古くは大谷(1926)によって

三宝山層群相当の有灰岩から二畳紀フズリナが報告され

ている.また岩橋･山際(1973)は同県有田郡地域

の平山･田中(1955)による仏像構造線北方の春森層群

の一部に相当すると考えられた石灰岩からフズリナを報

Cコノドントにより三畳系(小池ら1970)あるいはジｰ

ユラ系(Nohd.andS.to騨｡hi,1966)とされていたこの地

域に古生界も存在することを述べた.Y蛆AGIwムetaL

(1971)･山際(1971)らも同地域における同様な観察を

打っている､

志摩半島の三宝山層群相当の築地層灘に関しては山

際らによる詳細な研究がある(山際1969;山際ら,

1976･ユ979).この築地層群からは二畳系フズリナ

の報告があるがここでは鳥ノ単層群相当の今浦層群と

は断層関係にあり他地域にみられるような三畳系ある

いはジュラ系はまだ知られていない.

3.放散虫群集

今回主として検討を行ったのは高知県高岡郡東津野

村の2本のルｰトｰ(大規模林道･船戸林道)から採集した

試料である(図1～7)'

これらの試料を濃度3～5%弗化水素酸液に数時間～

24時間ひたし200メッシ土の筋で水洗後個体摘出さ

れたものについて調査を行った.その結果これらの

試料申には2つのタイプの群集カミ識別されその一つは

三畳系のものであり他の一つはジュラ系と推定される.

三畳系の放散虫群集のみられる試料(試料採集位置は図

2,3,4,5,6,7を参照)はUHA-2,UHB-6-2,､

およびUHB_8b,UHA_7,UHA_10_1,UHA_10_2,

UHA-2仏1,UHA-2仙2でこのうちUHA-2,

UHA_10_1,UHBキ2'には個体数･種数ともに多い.

この群集の特徴は大部分がSpu皿e11a曲によって構成さ

れ放射疎の著しく発達したタイプが多くル･加θ0砂0･�
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惚ψ舳㈱,珊妨η･尻島〃抄･倣伽8肋舳6･κω∫,五鮒

肋ん0抄加舳などに属する種がみられる.その他放射

嫌のないSpume11ariaも多い.一方Nassellariaの産出

頻度は極めて低いが細長い円錘で多節のDあ妙｡榊伽θπα

カミみられる.

この群集は徳島県那賀郡和食北方の那賀川層群上部

層のチャｰト中のものとよく類似しここでは上部三畳

系のコノドントを産出する(石田1977).その他類似

の群集は志摩半島の三宝山帯築地層や美濃帯のチャｰ

トにもみられ特に美濃帯のものは二!ノドントを随伴

しそれらはいずれも上部三畳系のものである.

この特徴的な群集の年代は上部三畳系でUpperCam･

ian～Norianに入るものと思われる.

ジュラ系の放散虫群集のみられるのはUHA-1,UHA

�弱��強弱��強���弱�����

UHB-12,UHB-15,UHB-15bでこの中UHA-3-1

は放散虫を多産しその産出状態からみてRadiO1arite

(放散虫岩)である.

この碑散虫群集は三畳系のものに反して大部分カミ

Nasse11ariaによって占められる.ここでみられ

る凝集はCrytOcepha1icあるいはCr卿totho工acic

Nasse11ariaのグルｰプが最も優勢で次いで〃{60Z06･

ゆα,②腕6ゆαなどに属する種がみられる.細長い

円錘型のものはParvicingu1idae科に属するものが多

い.また大型の放散虫である"伽伽舳も含まれ

ている.一方Spumeuariaは殆んどみられず僅かに

P〃0伽θπα属に類似する種カミみられるにすぎない.

この群集は志摩半島の三宝山帯築地層や美濃帯の珪
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質泥岩中に広くみられ最近八尾によって発表された犬

山の群集とも類似する.

この群集はHEIT酬やDU皿冊Icムによって報告され

ている中部ジュラ系の群集と極めてよく類似する.ま

たPessagnoがカリフオノレニアの上部ジュラ系および

下部白亜系(V.1｡㎎ini.n)から報告した種Foremanが

DSDPで上部ジュラ系および下部白亜系(Valanginian)

から報告した種などもみられる.

ジュラ系の放散虫生層序がまだ設定されていないので

この群集の詳細な年代については公女でき粗いが今ま

でに報告された群集との比較や構成種の特徴から上部

ジュラあるいは中･上部ジュラ系のものと推定される.

したがってこれら2つの異なった放散虫凝集について

は一応前者を三畳紀型後者をジュラ紀型と呼ぶこと

にする.

この二つの放散虫群集を岩相と対応させてみると三

畳紀型群集は後述の下部のチャｰト層にかぎられており

ジュラ紀型群集は上部の“放散虫岩"および砂泥互層中

の泥岩に限られる.

以下谷ルｰトについて岩相との対応を記述する.

4.岩相と層序

高知県高岡郡東津野村高野の大規模林道(森林開発公団)

および船戸から矢筈峠に至る船戸林道(高知営林局)には

“三宝山層群"の地層がよく露出し絶好の調査地域と

なっている(図2).従来本地域の“三宝山層群"は

仏像構造線を境にして南に四万十帯北は断層で鳥ノ単

層群と接しさらにその北側には秩父黒帯中帯の高岡

層｡三滝火成岩類さらに北帯の白木谷層群と配列して

いる(甲藤ら1960).船戸林道

の北方には本邦有数の石灰石鉱

△

5山の鳥形山(白木谷層群)がある.

箏

図2

ルｰト位置図

aは大規模林道ルｰトで枠内は図3に示す

bは船戸林道ルｰトで枠内は図5に示す

｡は図71〕に示した柱状図を取ったルｰト範

囲dは梼原ルｰト(本文中で解説)

UHA1Oは不入渓谷でのチャｰト採集地点

(UHA1O-1,1ト2)主要地名は1:梼

原2:新田3:船戸4:鶴松森

5:鳥形山6:天狗高原7:地方峠

鎖線は県境で北側は愛媛県�
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図3

大規模林道踏査図

サンプル採集位置を矢印で

示すまた矢印の後にP

1などとあるのは写真図版

の撮影位置でP1は写真1

の略であるBTLは仏

像構造線

[團･…旧･1…

一(⑨Piu◎ws)

Fig5章
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図4

大規模林道ルｰト柱状図

凡例は図3にならうサ

ンブル番号の後にカッコで

示してあるのは放散虫凝集

型でTは三畳紀型Jは

ジュラ紀型を示す上部

の1部の詳細は図5に示す
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図5

大規模林道上部に

おける“放散虫岩

互層帥部

上方へ砂幾層のは

さみが増している

ことを示す凡

例は図3.4に准

らう�
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以下大規模林道および船戸林道の両ルｰトについて

岩相の観察結果を中心に記述する.

4-1大規模械遺ルｰト

本ルｰトの踏査図および柱状図を図3,4,5に示す.

ルｰトの前半は四万十帯の砂岩と泥岩の互層を主体と

する地層からなる.この部分についてはすでに甲藤･

三井(1976)の報告がある.砂岩にはロｰモンタイ

トの細脈が著しく発達し構造的なかくらんをうけてい

る.全体的柾構造的位置から考えてこの地層は四万

十帯化帯の半山層の一部と考えられる.

現在この付近の四万十帯については甲藤･困代及び

平が調査中である.四万十帯化帯では仏像構造線に沿

ってロｰモンタイトを多量に含みかなり破砕･かくら

んされた砂岩層を含む砂泥互層が広く分布することに注

目しており沸石相の変成作用を受けた四万十帯中でも

より“古い"地層の存在を意味しているのではないかと

考えている.

この合ロｰモンタイト砂泥互層相は三宝山層灘の石

灰岩の出はじめる北側には存在せず石灰岩層との間に

大きな構造的差違が存在していることが示唆される.

石灰岩と合ロｰモンタイト砂泥互層の直接の関係はこ

のルｰトでは確認できないが幅5m程度の区間まで限

定できその間に幅約1mの破砕帯露頭が存在する

(写真1).

破砕帯は走向N70.E傾斜はほぼ垂直である.多

数のすべり面をもつ断層粘土中にレンズ状の砂岩ブロッ

クをいくつか含んでいる.破砕帯の南側は合ロｰモ

ンタイト砂岩であり北側の岩石との直接のコンタクト

は露頭では認められ珪いカミこの破砕帯をはさんで北

側には石灰岩･チャｰトおよび砂岩からなる地層カミ広く

露出し後述の如く時代は下部の石灰岩層･チャｰト

層は三畳紀上部の“放散虫岩互層"･チャｰト･砂泥

互層層はジュラ紀と推定される.合ロｰモンタイト砂

岩層の年代は現在の･ところはっきりしないが両者の間

にはかなりの時代的構造的な差違の存在が推定される.

したがってこの破砕帯をともなう断層は大き校構造線

であり従来のいわゆる仏像構造線である.ここで

は仏像構造線は急角度にみえるが仏像構造線全体では

角度に変化が大きく基本的にはスラスト性のものと推

定している.

仏像構造線の北の構造は走向はN80W程度で北へ

80～70｡程度で傾斜し北が上位の単斜構造を示す.

層序は見かけ上下位から下部層は(1)石灰岩お

よび玄武岩熔岩層･(2)チャｰト層.上部層は(3)

チャｰト層と砂泥互層のくり返す部分からなる(しかし

数多くのスラスト性の断層があり断層によるくり返しが予測

される)

(1)眉灰岩

石灰岩は灰白色で石灰脈岩を多数含み再結晶が進

んでいる.また再結晶の比較的すすんでいない所で

は一般にミクライト質である.露頭における観察では

化石は認められない.しかし後述の如く船戸村道～レ

トではこの石灰岩と同層準と思われる石灰岩は石灰

藻･サンゴ･海綿を含み礁性石灰岩と考えられ時代

はサンゴ化石より三畳紀と推定される.

(2)玄武岩熔岩とそれに

伴う岩拓

下位には5m程度のチャｰトがそ

して熔岩の上位には赤色の石灰岩

チャｰト少量のドロマイトなどカミ

交互に厚さ3m程の層をつくりさ

写真1

四万十帯の砂岩(左側矢印)と三宝山群層の石

灰岩を境する断層仏像構造線の一部大規模

林道�
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ルドでは凝灰質泥岩あるいは凝灰岩として記載したが

鏡下および走査電顕でみると多量の放散虫の集合体で

ある｡ことかわかった.このためこの岩石については

岩質がやわらかくチャｰトと硬度カミ著しく異なるため

輯写真6

･“放散虫岩互層"中の砂岩層(星印)カミチャｰト

灘(花印)を侵食あるいは荷重している様子師す写

鞘真.下位のチャｰト(矢印UHBユOb)よりジュラ

放散虫岩(･･dio1･･it･)と呼ぶことにする.

放散虫岩はチャｰト層中にもチャｰトと互層する形

で存在するが砂岩層との漸移部に必ず存在する.

厚いチャｰト層の上位には砂岩がちの砂泥互層部と

チャｰトが交互に出現する部分がある.

θ

･1･㊧芦uHA7

uH^＼';ごぺ､､､､p1ε

uHA3-1ぺ''
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図6

船戸林道踏査図

凡例は図3に桂らうただし囲内に示した矢印は

古流向でfはフルｰトキャスト･τはリヅカレから

の測定を示す柱状図の範囲も示してあるただ

し図7bは仏像構造線からサンカレU亘A7の採集

位置凌での範囲カ…この踏査図では記載されている

Iは稲葉洞で石灰岩中より化石を産出･Kは高知県

森林センタｰ�
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い放散虫を多産しすべてジュラ紀型に属する(写真7～10).

このうちUHB-15からは砂質有孔虫n06ん舳刎加αの

グルｰプを産する.この有孔虫については現在検討中

である.砂岩層は(1)無層理の厚砂岩層(2)級

化層理を示しタｰビダイト的な内部堆積構造をもつ砂

岩層から怒る.

砂岩層底部にはロｰドキャストが発達しており(写真

11)北が上位である.また所により炭質物をかな

り多量に含んでいる.

砂岩層間にはripP1e葉理を示す細互層部や泥岩が

はさまれている.本ルｰトの最上部の泥岩層から放散

虫を産しジュラ紀型を示す(写真12).

以上より大規模林道ルｰトでは下位より下部層は

石灰岩一緑色岩層チャｰト層上部層は放散虫岩･チ

ャｰト･砂泥互層層･砂泥互層と重なり放散虫凝集は

下部層のチャｰト層までが三畳紀型上部層はジュラ紀

型と考えられる.

4-2船戸林道ルｰト

大規模林道の北東約10㎞には仏像構造線から鳥ノ単

層群まで横断するルｰトがある(図2･6･7).

ここでは四万十帯半山層と三宝山層群の石灰岩の間

の露頭は確認できないが仏像構造線の存在が推定され

る(図6).

この仏像構造線のすぐ北側には石灰岩の転石が存在

しており露頭としては玄武岩熔岩があらわれる.

ここでの厚さは数m程度でピロｰの存在は確認できな

い･また多量の大きなマesic1eがみられαmygda1oi-

da1teXtureを示す.ここより北方ではチャｰトと石

灰岩カミ交互にあらわれる.

石灰岩は灰白色で稲葉洞付近では多量の化石を合一

有している.

化石は石灰藻･サンゴ･海綿カミ主である.石灰藻

類は特に多くまわりにa1ga11aminatinと思われる

COating(一種のストロマトライト)を持つものもあり石

灰藻一ストロマトライトの礁石灰岩(bi･1ithit｡)である

可能性カミ強い(写真!3).サンゴはフィｰルドの鑑定

では六射サンゴであり時代は三畳紀のものであろう.

石灰岩の北にはチャｰトの優勢な地層がくる.こ

の関係は船戸林道南西ノレｰト(図7･)によく露出し石

灰岩の北には150工nほどのチャｰトと“放散虫岩互層部"

のくり返すところがあり200m程の厚いチャｰト層が

くる.

このチャｰト層は大規模林道ルｰトのものとよく類似

している.その北には“放散虫岩互層部"をはさんで

砂泥互層がくる.放散虫岩互層部では砂岩岩脈カミみら

れる.さらに北には再びチャｰト“放散虫岩互層"

砂泥互層の繰り返しと桂ゆ多くの場合これらは断層で

接する(写真14).このチャｰトからは三畳紀型の放

散虫を産する.

船戸林道ルｰト(図7b)ではこの部分の北側の地層

カミよく観察できる.ここでは前述のルｰトの北に厚

くチャｰトが分布する.みかけの厚さは600m近くに

達する･しかしこのチャｰト中には砂岩層が露出

するところがありすべて整合一連になっているという

より幾つかのスラストでくり返している可能性カミある.

このチャｰト層の北牢は厚さ15mほどの“放散虫岩

互層"がきて(写真15)砂泥互層がくる.

チャｰト層最上部(“放散虫岩互層"から20m南)の試料

(UHA-2)からは三畳紀型の放散虫群集が検出された.

“放散虫岩互層"からは非常に保存の良い群集を多産

し(UHA3-1).ジュラ紀型を示す(写真16.17).

写真12厚砂岩層(花印)にはさまれた泥岩勝ち互層部泥岩中よりジュラ

紀型放散虫群集を産した(UHB12)ハンマｰ(中央下矢印)カ:ス

ケｰル大規模林道

写真13稲葉洞付近の石灰岩海綿や石灰藻(矢印)をストロ

マトライト(黒い部分だとえば花印)がとりまいて

礁性石灰岩であることを示している船戸林道�
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図7船戸林道ルｰト柱状図

Iは稲葉洞の位置
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凡例は図3･4に狂らう

またこの試料の放散虫は緑･黄･ピンク等に着色しで

レ､る.

この互層の上位には砂岩･泥岩の互層カミ厚さ400m

以上にわたって重たってくる.砂岩層は厚さ1～10皿

程度のものが多く2m以上の厚砂互層は少ない.タ

ｰビダイト堆積構造がよく発達し(写真18)ロｰドキャ

ストも多く認められる.しかし生痕は極めて少粗い.

上下判定ではほとんどの砂岩層は北が上位である.

古流向がはっきりはかれるものは少ないがフルｰト

キャスト(写真19)･リップルの測定結果より大きくい

って西→東の方向を示すものが多いようである(図6).

砂岩層は大規模林道と同様にアｰコｰズ質で中粒

砂カミ多く級化層理の基底部にはチャｰト角礫をもつ粗

粒砂もある.炭質物もかなり多量に含む.砂泥互層

中の泥岩(UHA-1,4)からはジュラ紀型の放散虫を産

する･砂泥互層の北には砂岩･泥岩を主体としなが

らチャｰト･放散虫岩互層のくり返す部分があり下部

のチャｰトからは三畳紀型の放散虫を産する(UHA-7).

この部分は断層によるくり返しの可能性力茎強い.

さらに北方にはいわゆる鳥ノ巣型の石灰岩が出現す

るがその間の関係は露頭では確認できない.

以上を総合するとこのルｰトでもやはり下部層は

(1)石灰岩一玄武岩層(2)チャｰト層上部層は

(3)“放散虫岩互層"(4)砂泥互層の“基本的"層序を

くみ立てることができる.これらは単純に重ねると

3,000m近い層厚になるが大部分は断層によるくり返

しで“基本層序"はせいぜい1,000m程度と推定している.

このルｰトでも放散虫は以上の層序に対応し下部層

写真14チャｰト(右側)と砂砦(左側)の境界を注す断層(矢印)

ハンマｰ(星印)がスケｰル船戸外遣

写真15砂岩層(矢印)とその下位の.`放散虫岩互層"(UHA

3-1と同層準)船戸外道�
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写真16

･綴灘放散虫岩(UHA3-1船戸林道)の透過光顕微鏡写真

写真17

多数の自生石英(たとえば矢印)が含まれる

おそらく海綿骨針岩(Spi㎝I趾ite)と思われる資

料(UHA3-2船戸林道)の透過光顕微鏡写真

スケｰル(白線)は1皿㎜

写真18船戸林道(UHA4の上部)における砂岩層のタｰ

ビダイト堆積構造

写真19船戸外道(UHA4の下部)における砂岩層下底のフルｰトキャス

トとグルｰブキャスト�
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は三畳紀型上部層はジュラ紀型群集を産出する.

このことより大規模林道と船戸林道とでは基本層序

と放散虫層序がよく対応することがわかった.また

両林道間の中間に産出する不入渓谷の厚いチャｰト層

((2)に対比できるUHA10-1,10-2)からも三畳紀型の群集

が産出された.

5.考察

以上の大規模･船戸両林道で明らかになった三宝山層

灘の基本層序は高知県西部の榛原付近高知県中部の

荒倉山付近模式地の三宝山においても対比できる･

梼原ルｰト(図1,2)では梼原から越知面方面に至

る道路上で観察できる.南から北へ(1)石灰岩

(2)玄武岩(3)石灰岩(4)チャｰト(5)砂

岩(6)チャｰト･砂岩カミ交互に出現する部分(7)

砂岩となって露出する.このうち(1)～(5)までは大

規模林道の南半部に対比され(6)～(7)は大規模林道の北

半部と船戸林道の主部に対比されると思われる.梼原

付近での石灰岩は大規模林道よりも広く船戸林道付

近よりは狭く分布している.露頭が断片的で正確な層

序は組めないが基本的には両林道部と殆んど一致して

いると思われる.

荒倉山(図1)でも南から北へ(1)石灰岩一玄武

岩(2)チャｰト(3)砂岩層となる.山ノ内

鉱山の採石場では厚さ10m以上の玄武岩層が認められ

る.

三宝山(図1)でも基本的層序は同じである.龍河

洞スカイライン沿いの露頭では玄武岩と石灰岩が接し

ており玄武岩中には石灰岩の角礫がとりこまれており

この2つの岩相は同時･同地性なことを示している.

この上位にはかなり厚いチャｰト層が重なりチャｰ

ト角礫岩をへて砂岩層がくる.砂岩層の上には厚さ10

m程度の鳥ノ巣型石灰岩がきてその北にまたチャｰト

層がくる.三宝山における予察的柱放散虫群類解析で

は砂岩と互層する“放散虫岩互層"はジュラ紀型で鳥

ノ巣型石灰岩の北のチャｰトもジュラ紀型である.

このように三宝山層灘の基本的層序は少なくとも

高知県ではよく対応できる.

今回の調査で明らかになったことは西南日本の地史

解明上の幾つかの基本的な示唆を含んでいることである.

ただし現段階ではモデノレを提示したり仮設を設定す

るには享宝山層灘の南と北の地層鮮との関連がまだ不

十分で困難である.

従ってここでは今回の結果が示唆する堆積環境時

代について幾つかの考察を行う･

三宝山層灘に広く分布する石灰岩は石灰礁性のもの

で玄武岩熔岩との同時性･同地性の証拠とあわせて考え

るとこれは石灰礁をもつ火山列島のようなものとお

もわれる.また玄武岩熔岩に伴ってくる貝殻片石灰岩

も浅海一海浜性のものと考えられこれらがどちらにせ

よ浅海性の起源の証拠となる.しかしこれらの岩石

中には砕屑性の物質は非常に少ないことが特徴である.

一方チャｰトについてはこれがどのような水深の

ものか現在のところそれをつかむ手がかりはない.

しかし時代的には両者はほぼ同時代のものである

可能性があり同時異相あるいは火山島列の沈下にと

もなうチャｰト相の被覆かのどちらかが考えられる.

また下部層のチャｰト層中にも砕暦性の物質はあまり

存在しない.

“放散虫岩互層"と砂岩層の関係はフィｰルドでの

証拠は整合･漸移的で“放散虫軟泥"が堆積･している所

へ次第に砕屑物の供給が増加していったことが考えら

れる.この様に砕屑性物質の量からみると下部層

の石灰岩層･玄武岩層･チャｰト層と上部層の“放散虫

岩互層"･砂岩層の間には著しい相違がある.

放散虫群集の解析からみると現在のところでは下

部層は上部三畳紀上部層は中～上部ジュラ紀の可能

性がある.この対比が正しいとすると下部ジュラ紀

がここではいまのところみつかっていない.

下部層と上部層の間に大き注構造上の差異がないので

現在のところこの間は断層でぬけているか非整合的

(無堆積だとえば著しい堆積速度の低下や放散虫殻のdisso1-

utiOn狂ど)かのどちらかと考えざるを得ない.

下部層と上部層との間に何が起こったかということは

西南目本地吏解明上の1つの鍵と抵るかもしれない.

いずれにせよ三宝山層灘では下部層の石灰岩層･

玄武岩層･チャｰト層からなる非砕屑性相と上部層の

“放散虫岩互層"･チャｰト層･砂泥互層から在るいわゆ

る砕暦性相では放散虫群集が著しく異なることがこの

研究で明らかになった.

最近コノドントの産出で従来古生界とされていた

地層群の中に広く三畳系が分布していることが明らかに

なった.コノドントは三畳紀末で絶滅しておりそれ

以後の地層の年代決定はできない.

放散虫化石の最近の研究成果からジュラ系の群集に

ついても次第にわかってきているがそれらを考慮する

と日本の従来のいわゆる古生界にはミ畳系のみならず

ジュラ系が広く分布している可能性がある.筆者らは

今後さらに層序学的ならびに微古生物学的考察による本�
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研究を発展させ西南日本の白亜紀以前の地史解明に努

めたい.
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